








結論 

血尿のみを呈する回復期の小児慢性腎炎患者において,早朝尿微量アルブミン濃度を測定

するとともに体動や運動による影響を調べることは,潜在する糸球体病変の治癒程度の推

定に役立ち,激しいスポーツ活動の可否を決める際の有用な指標になりうると考えられた。 


